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研究成果の概要（和文）：ダッカのスラム街において新生児・乳児の健康状態をモニタした。出生から2年の間におよ
そ8割の子供が赤痢アメーバに感染し、2割弱の子供は赤痢アメーバ感染を伴う下痢症を呈した。Entamoeba moshkovski
i 感染を伴う下痢エピソードも 40 例以上認められた。以上より、新生児・乳児は高頻度に赤痢アメーバに感染してい
る実態が浮き彫りになった。また、E. moshkovskii の遺伝子多型解析より下痢エピソードに相関する遺伝子型が存在
する可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In Mirpur, Dhaka, Bangladesh, natural exposure to Entamoeba spp. in infancy was pr
ospectively observed. Approxymately, 80% of children had been infected with Entamoeba histolytica by age t
wo years, with around 20% having suffered from E. histolytica. Furthermore, newly acquired E. moshkovskii 
infection was associated with diarrhea. Genetic analysis revealed that E. moshkovskii isolates infecting c
hildren were genetically heterogeneous, as evidenced by PCR typing of tRNA locus R-R. It will be important
 in future studies of the potential pathogenicity of E. moshkovskii to take into account this heterogeneit
y, as for the case of E. histolytica, not every genotype is equally capable of causing disease.
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１． 研究開始当初の背景 
 
世界の 5 歳未満児死亡数は 920 万人であ
り、その 20% は下痢性疾患に因る（UNICEF, 
2007 年, 世界子供白書）。赤痢アメーバ症は
発展途上国における小児下痢症の主要原因

であり、世界中の感染者人口はおよそ 5000 
万人、同症で毎年 10 万人の命が失われてい
る。 

赤痢アメーバ症のフィールド研究として

は、ヴァージニア大学の Petri 教授とバング
ラデシュ国際下痢症研究センター（ICDDR, 
B）の Haque 博士らとの間で進められてきた
コホート研究が世界的に最も代表的である。

彼らは Dhaka の Mirpur というスラム街に
住む 2歳から 5歳の子供 400人を対象として
過去 10 年に渡って赤痢アメーバ感染のコホ
ート研究を続けてきた。多くの研究成果が得

られ、a) 2歳以上の小児における赤痢アメー
バ原虫の感染率・発症率を明らかにした。ま

た、b) 赤痢アメーバ原虫の genotypes によっ
て病原性が異なること、c）赤痢アメーバ原虫
の Gal/GalNAc 結合型レクチンに特異的な粘
膜分泌型 IgA が感染防御に働くことなどが
示された。赤痢アメーバ原虫に対する特異的

な免疫応答を示さないのに、赤痢アメーバ原

虫に罹患しない相当数の子供が見出される

など、自然抵抗性もしくは自然免疫の存在も

示唆された。しかしながら新生児・乳児にお

ける赤痢アメーバの感染状況は不明なまま

である。 

応募者は下痢性疾患が蔓延するバングラ

デシュにおいて、ゲノム疫学・免疫学的コホ

ート研究を行えば、赤痢アメーバの病原性と

粘膜における感染防御機構、また新生児・乳

児における赤痢アメーバ感染状況を把握で

きると確信して本研究申請に至った。 
 
２． 研究の目的 
 
赤痢アメーバ症は発展途上国における小

児下痢症の主要原因である。新生児・乳児に

おける赤痢アメーバに対して効果的な対策

を講ずるには、赤痢アメーバ原虫の感染成立

のメカニズムならびに同原虫に対する感染

防御機構の理解が不可欠である。我々は赤痢

アメーバ症が蔓延している地域、特にバング

ラデシュにおいて、国際的な共同研究を展開

し、感染の成立から赤痢アメーバ症の発症・

重症化までを規定する宿主因子ならびに病

原体の病原性因子を同定すると共に、新生

児・乳児における赤痢アメーバ感染状況を把

握することを目的とする。 
 
３． 研究の方法 
 
バングラデシュ、ダッカ市内の Mirpur と
いうスラム街で現地調査を行った。臨床サン

プルを用いた研究およびデータの解析はバ

ングラデシュ国際下痢症研究センターで行

われた。多くの場合、タイ王国（バンコック）

経由の旅行経路が選択された。赤痢アメーバ

症の病態と原虫の種（E. histolytica や  E. 
moshkovskii）、genotypes との比較では、熱研
が拠点を設置するケニア中央医学研究所と

の共同研究も計画された。 

疫学調査はヴァージニア大学の Petri 教授、
バングラデシュ国際下痢症研究センター 
(ICDDR, B.) の Haque 部長と Mondal 博士
と共に行われた。研究開始後、新生児をコホ

ート研究の対象とした。対象児童ならびに新

生児たちの糞便は毎月一度赤痢アメーバ感

染の有無や（赤痢アメーバ抗原検出キット、

TechLab, Inc.を使用) 腸管蠕虫感染の有無に
ついて検査された 。また 6-8 人の保健婦さ
ん達が週に 2日各家庭を見て回り、下痢症の
子供がいる場合には下痢便を回収し同様の

検査が行われた。 

赤痢アメーバの遺伝子多型を解析すると

共に血清や末梢白血球を用いて赤痢アメー

バに対する自然免疫および獲得免疫応答を

測定し、赤痢アメーバ感染の有無や感染時の

病態が比較研究された。 

 
４． 研究成果 
 
ダッカのスラム街において新生児・乳児の

健康状態をモニタした。出生から 2年の間に
およそ 8割の子供が E. histolytica に感染し、
2割弱の子供は E. histolytica 感染を伴う下痢
症を呈した。E. moshkovskii 感染を伴う下痢
エピソードもE. histolytica 感染とほぼ同程度
認められた。以上より、新生児・乳児は高頻



度に Entamoeba spp に感染している実態が
浮き彫りになった。また、E. moshkovskii の
遺伝子多型解析より下痢エピソードに相関

する遺伝子型が存在する可能性が示唆され

た。加えて、E. histolytica の Gal/GalNAc に
対する母乳中の IgA が、E. histolytica 感染に
対して防御的に機能することが判明した。 
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